様式Ｓ－１－１５　応募内容ファイル
若手(Ａ･Ｂ)相当－１
	研　究　目　的

　 ①研究の全体構想及びその中での本研究課題の具体的な目的について、科学研究費の交付を希望する期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか、
　 ②当該分野におけるこの研究（計画）の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義、
　 ③国内外の関連する研究動向や自らのこれまでの研究実施状況を踏まえ、当該研究の独創性・特色などに関する位置付け（適宜、文

　　 献を引用しつつ説明する。文献の引用形式については研究業績欄に準ずること。）、
　 について焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。

	

	若手研究(Ａ･Ｂ)相当
	研究機関名
	
	研究代表者氏名
	


     　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若手(Ａ･Ｂ)相当－２
	研　究　目　的（つづき）

	


	研　究　略　歴


　 　 最終学校卒業後、主にどの分野で、どのような研究を行ってきたのか、その研究歴を現在から順に年度を
　 さかのぼって記入してください。

	


若手Ａ･Ｂ相当－３

	研究の開始を急ぐ理由

平成１８年度に研究を開始しなければならない理由を記入してください。

	


	昨年１１月に応募できなかった理由
　昨年１１月に応募できなかった理由を詳しく記入してください。


	

	若手研究(Ａ･Ｂ)相当
	研究機関名
	
	研究代表者氏名
	


若手(Ａ･Ｂ)相当－４
このページは、若手研究（Ａ）相当で応募する研究者のみ記入
	従来の研究経過・研究成果　〈Ⅰ及びⅡを区別するため、Ⅰを記入後は点線を引いて分けてください。〉
Ⅰ．この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で、従来受けた科学研究費補助金の研究種目、期間（年度）、研究課題名、研究経費を記入のうえ、それぞれの当初の研究計画、研究経過及び研究成果等について、具体的かつ明確に記入してください。
Ⅱ．Ⅰ以外で、この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で受けた、科学研究費補助金以外の研究費（所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費を含む。）におけるそれぞれの研究経過・研究成果等について、名称、期間（年度）、研究課題名、研究経費を記入のうえ、具体的かつ明確に記入してください。
なお、従来受けた研究費には現在遂行中の研究も含みます。

	

	

	研究活動の状況及び本研究計画との関連性


現在、参画している研究の状況（研究費の種類、研究期間、研究課題、役割分担内容）と今回応募している本研究計画との関連性

を具体的に記入してください。

	

	若手研究(Ａ･Ｂ)相当
	研究機関名
	
	研究代表者氏名
	


若手(Ａ･Ｂ)相当－５
このページは、若手研究（Ａ）相当で応募する研究者のみ記入
	現有施設・設備


研究の遂行に必要な現有の主要施設・設備の利用予定について記入してください。（「研究計画・方法」で記入する設備も含む。）

設置場所には、「研究室内」、「○○センター（学内共同利用）」等を記入してください。

	施設・設備の名称
	設置場所
	本研究での使用目的

	
	
	


	準備状況等

Ⅰ．この研究課題の準備状況等について焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。
なお、この研究課題に密接に関連した研究課題の成果を発展させる場合は、そのことについて記入しても差し支えありません。
Ⅱ．海外共同研究者がいる場合の相手国研究者との連絡調整の状況など、研究着手に向けての状況について記入してください。

	


若手(Ａ･Ｂ)相当－６
	研究計画・方法
	〈平成１８年度の計画と１９年度以降の計画に分けて記入してください。また、以下の事項について、焦点
を絞り、具体的かつ明確に記入してください。その際、Ⅰ、Ⅱ及びⅢを区別するため、それぞれ記入後は
　点線を引いて分けてください。〉

	Ⅰ．研究目的を達成するための研究計画・方法について、経費と研究計画との関連性が明らかとなるように記入してください。な

お、研究計画を遂行する上で、予期される問題点に対する配慮、問題が生じたときの対応策を含めて記入してください。
また、①研究計画のいずれかの年度において、「設備備品費」、「旅費」又は「謝金等」のいずれかの経費が９０％を超える場

合には、当該経費の研究遂行上の必要性について記入してください。②海外共同研究者や科学研究費への応募資格を有しない企業

の研究者等（公募要領７頁を参照）との共同研究を含む場合には、その必要性及びこれらの者とどのように共同して研究を実施し

ていくのかについて記入してください。
Ⅱ．研究を遂行する上での具体的な工夫について、例えば、効果的に研究を進める上でのアイディア、効率的に研究を進めるための

研究協力者からの支援等について、記入してください。
Ⅲ．社会的コンセンサスが必要とされている研究、生命倫理・安全対策に対する取組が必要とされている研究など関連する法令等を

遵守しなければ行うことができない研究を含む場合については、対策としてどのような措置を講じようとしているのか具体的に記

入してください。（該当者のみ）

	

	若手研究(Ａ･Ｂ)相当
	研究機関名
	
	研究代表者氏名
	


若手(Ａ･Ｂ)相当－７
	研究計画・方法（つづき）

	


若手(Ａ･Ｂ)相当－８
(金額単位:千円)
	設備備品費の明細


　記入に当たっては、若手研究(Ａ･Ｂ)相当研究計画調書作成・記入要領を参照して
ください。
	消耗品費の明細

記入に当たっては、若手研究(Ａ･Ｂ) 相当

研究計画調書作成・記入要領を参照してく
ださい。

	年度
	品　名･仕　様
(数量×単価) (設置機関)
	金　額
	品　　　名
	金　額

	１８
	
	
	
	

	旅費等の明細　（記入に当たっては､若手研究(Ａ･Ｂ)相当研究計画調書作成・記入要領を参照してください。）

	年度
	国 内 旅 費
	外 国 旅 費
	謝　金　等
	そ　の　他

	
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額

	１８
	
	
	
	
	
	
	
	

	若手研究(Ａ･Ｂ)相当
	研究機関名
	
	研究代表者氏名
	


若手(Ａ･Ｂ)相当－９
	研 究 業 績 （学術誌等に発表した論文、著書のうち本計画に関連する重要なものを選定し、記入してください。）

	

	発表論文名·著書名
（論文名、著書名、著者名、学協会誌名、巻(号)、最初と最後のページ、発表年(西暦)について記入してください。）
（以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略
（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者にはアンダーラインを付すこと。）

	


若手(Ａ･Ｂ)相当－１０
	研 究 業 績（つづき）

	

	

	若手研究(Ａ･Ｂ)相当
	研究機関名
	
	研究代表者氏名
	


	本応募研究課題及び他の研究課題の受入・応募等の状況・エフォート
※１　所属研究機関内で支給される研究費（基盤的経費を除く。）についても記入してください。
※２　他の研究費への応募等があるにもかかわらず記入していないこと及び事実に反する記入のないようにしてください。

	区分（採択・応募中の別）
	資金制度・研究費名
（配分機関等名）
	研究課題名
（研究代表者氏名）
	役割（代表・分担の別）
	研究期間
（年度）
	18年度研究費
（期間全体の額）
（千円）
	エフォート
（％）
	本応募研究課題と他の研究課題におけ

る研究内容の相違点及び当該他の課題

に加えて本課題へ応募する理由

	－
	若手研究（　）相当
	
	代表
	H18～
	
	
	－

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


※ 本応募研究課題、他の研究課題で採択されているもの、他の研究課題で応募中のものの順にそれぞれ点線で区切って記入してください。

若手(Ａ･Ｂ)相当－１１











